
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成２２年６月１０日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

研究種目：基盤研究(C) 

研究期間：2007～2009 

課題番号：１９５００８２０ 

研究課題名（和文） 教育・学習・生活環境としてのオープン型小学校教室の現状と今後のあり方  

研究課題名（英文） Evaluation of open-plan schools by teachers and children as 

education、learning and living environment 

研究代表者  

 橋本 都子（HASHIMOTO KUNIKO） 

千葉工業大学・工学部・教授 

 研究者番号：５０２９７９８３ 

 

 

研究成果の概要（和文）：本研究は、オープンプラン小学校の教室環境を対象として、児童と教

師の印象評価と音環境評価を明らかにすることで、今後の学校計画における知見を提供するこ

とを目的としている。結果より、教室のオープンプラン型小学校の教室の印象評価は、教師・

児童ともにプラス側に評価していたが、教師の評価から児童の机まわりが狭いという指摘が多

く見られた。児童の評価から教室環境に必要な要素として風通しのよさ、明るさ、適した室温

などが指摘された。音響に配慮して設計された学校は、教室内の音響性能（計測値）は良くな

るが、児童の評価として大きな高架は得られなかった。空間が開かれて視覚的に連続するオー

プンプラン型の教室の長所を生かしつつ、良好な音環境を維持する空間デザインの実現は、オ

ープンプラン小学校の空間計画における今後の課題である。 

 

研究成果の概要（英文）：This study investigated the evaluation of open-plan type classrooms 

by elementary school children and teachers. This investigation is aimed at offering 

knowledge about a future elementary school plan. From the results, it has been found that 

about impression evaluation of classrooms, children and teachers have good impressions 

for open-plan type classrooms. From evaluation of teachers, there was indication that 

an area around a desk of a child was narrow. From evaluation of children, we understood 

that the element which was necessary for classroom environment were moderate brightness, 

enough space, adequate room temperature. It is one of a future problem in spatial planning 

of the open-plan type elementary school to realize the space planning which have good 

acoustical environment keeping a good point of open-plan classrooms. 
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３．研究の方法 １．研究開始当初の背景 
 典型的なオープンプラン型の小学校（図１
打瀬小学校、以下 U小および図２美浜打瀬小
学校、以下 M小）を対象に観察調査と意識調
査を行なった（表１、表２）。また研究成は
広く学会や建築雑誌等で成果の公表を行い、
さらに調査対象として学校を訪問して、関係
する教員や校長・教頭先生に成果の報告およ
び意見交換を行なった。 

 小学校は教育・学習であると同時に児童た
ちの生活の場でもある。しかし、近年増加す
る「オープンプラン型」の小学校は、これま
での南側教室北側廊下の定型である「従来
型」の小学校に比べると確かに自由な学習形
態や多様な教育方法の展開を可能にしてい
るが、一方で教える側の教師からは必ずしも
評価が高くないのが現状である。また児童側
から指摘される問題として、隣接する教室か
ら音が聞こえて授業に集中できないという
問題も指摘される。 

 
４．研究成果 
4-1.教師アンケート調査の結果 
1）教室から受ける印象評価（図３）  
全体傾向として、評定値３「どちらでもない」
よりも高い評価である。特に「教室が明るい」
「教室が開放的な感じ」など窓が大きく空間
が連続する空間特性が高く評価されている。
低い評価で目立つのは「児童の机まわりが狭
い」であり児童ひとりの面積が狭い現状が浮
かび上がる。 

２．研究の目的 
 本研究の目的は、オープンプラン型の小学
校を調査対象として、児童および教師の立場
から教育・学習・生活の場としての現状の問
題把握と今後の学校建築における空間デザ
インのあり方を探ることにある。また日本各
地に現存する明治以降の学校建築調査を通
して、戦後日本の学校教育の歴史と空間の使
われ方を建築計画の視点から見直すととも
に、我が国独自の文化や教育理念を再考して、
今後の学校建築のあり方に照らし合わせて
考えることを目的とする。 

2）音環境に関する教師の評価（図４〜図８） 
音響設計をされていない U小の方が低い評価
で M 小では音響設計の効果が確認されたが、
両校とも授業時に聞こえてくる音の影響を
教師自身が受けると共に児童も影響を受け
ていると考えていることが明らかになった。  



3）この学校にあった方がいいもの（図９） 
最も多いのは「音を遮る可動のついたて
（壁）」であり、音や視線を遮ることができ
る空間が必要とされていた。また M小では学
年で集合できるスペースを用意しているが、
児童の増加により１学年のクラス数が４か
ら５に増加した結果、アッセンブリースペー
スに普段使わない家具が置かれて学年集合
の場として使われない状況も確認された（写
真１）。 
4）オープンスペースの利用実態について 
両校ともオープンスペースをあまり利用し
ていない状況が確認された（図 10、図 11）。
その要因として、特に U小では学級数が増加
して定員規模を超えていることが指摘され
る。（図 12、図 13）その結果、教室まわりの
スペースにゆとりが乏しくなり、オープンス
ペースに家具が溢れ空間の自由度が減少し
てオープンスペースが使いにくい状況が把
握された（写真２） 
4-2.児童のアンケート調査の結果 
1）教室から受ける印象評価（図 15） 
全体として最も新しい M小が高い評価となり、
教師の結果を同じ傾向である。 
2）自分の教室に対する満足／不満足 
両校とも学年が高いほど「満足」の回答が増
加して、さらに U小より M小の方が「満足」
の回答が高くなる。（図 16） 
3）教室の音環境に関わる評価 
「まわりの音が気になることがありますか」
という質問に対して 4〜7 割の児童が「非常

によくある」または「よくある」と回答して
いた。「どのような音が気になりますか」の
質問には「友達同士が話す声」が最多く、続
いて「先生の声」「演奏・歌声」など「人の
声」が気になるという回答が多い。 
 
4-3.総括 
これまで記述した結果を総括して、これから
のオープンプランスクールの空間計画に向
けた知見をまとめる。 
1）教室環境の評価について 
児童にとって必要な教室環境の要素として、
風通しの良さ、明るさ、充分な広さ、適した
室温があげられた。 
2）教師の音環境の評価について 
多くの教師は「自分の教室から出る音につい
て（まわりの教室に）気を使う」と回答して
いた。また半数以上の教師が「音を遮る可動
のついたてや壁」が欲しいと回答しており、
オープンプランスクールでは、必要に応じて
音や視線を遮ることができる空間を配置す
ることが望まれる。 
3）児童の音環境評価 
4〜7 割の児童が「まわりの音が気になること
が非常によくある」または「よくある」と回
答した。気になる音の種類は「人の声」が多
く、聞こえてくる場所は「教師やその周辺」
が多い。オープンプランスクールにおける音
環境への配慮の必要性が再確認された。 
4）オープンスペースを有効利用するために 
 



教師アンケートの結果、両校ともオープンス
ペースがあまり有効に利用されていない状
況が明らかになった。その原因のひとつとし
て、適正な学級規模を超えた利用状況が指摘
される。学級数が定員規模を上回ると、本来
はオープンスペースや特別教室として計画
された諸室が普通教室として使用されるこ
とが多く、結果教室回りのスペースにゆとり
が乏しくなりオープンスペースを学習活動
で使いにくくなることが把握された。特に、
オープンプランスクールは、多様な学習活動
に向けて計画された空間を有することが多 

 

い。こうした空間を有効に活用するためには、
将来的な地域の実情に見合った学級定員規
模の計画が設置者（行政）側に強く望まれる。 
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